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はじめに

農業活動が水環境へ及ぼす影響の重要性が広く

認識されるようになり、水環境保全のために環境

保全的な農業技術の導入など種々の対策が各地で

進められています。こうした対策を的確に行うた

めには、まず現地の実態を把握し、それに基づき

もっとも効果的な対策を実施していくことが必要

となります。現地における実態を把握するために

は、農地から河川・地下水へ流出する窒素・リン

あるいは農薬などのモニタリングを行う必要があ

ります。また、対象となる流域において農業由来

の窒素などの負荷量を統計データから推定するこ

とも必要になるでしょう。こうした対策の実効性

について、モニタリングに基づく再評価を行い、

必要があれば、さらに対策を改善していくことも

求められます。

農業環境技術研究所では、平成11年、こうし

た農業をめぐる水環境モニタリングを進めるため

の総合的かつ実用的な調査マニュアルとして「水環

境保全のための農業環境モニタリングマニュアル」

を発行し、関係機関において利用していただいて

きたところです。

その後、当研究所が実施した研究プロジェクト

において水環境モニタリングに関連する新たな研

究成果が多く得られました。また、関連する研究

分野の進歩も著しいことから、これら最新の成果

を取り入れ、このたびモニタリングマニュアルの

改訂版を発行しました。

モニタリングマニュアル改訂の内容

最近の成果に基づいて、農業環境のモニタリン

グ手法を平易に解説しています。改訂版の主な特

徴と構成は、以下の通りです（表1）。

Ⅰ章では、各種の水質基準および測定方法を最

新のものに改訂しました。Ⅱ章では、市販のGIS

ソフトを用いて、土地利用現況図を作成する手順

（図１）や、リモート・センシングデータを利用す

る手順について解説しました。

Ⅲ章では、統計情報に基づき、作物生産量、化

学肥料の施用量、家畜ふん尿の発生量などを都道

Ⅰ	 農業環境モニタリングの基本事項
Ⅰ-1	 農業環境モニタリングの目的と調査手法
Ⅰ-2	 各種の水質基準と測定方法
Ⅰ-3	 汚濁負荷の推定法と地下水の水質解析法

Ⅱ	 流域環境調査法
Ⅱ-1	 土壌環境調査法
Ⅱ-2	 土壌断面調査法
Ⅱ-3	 土壌機能評価図の作成法
Ⅱ-4	 土地利用現況調査法
Ⅱ-5	 土地利用現況調査法（リモート・センシング利用）
Ⅱ-6	 表流水流線およぴ集水域調査法
Ⅱ-7	 流域水収支及び水田水利用の概況調査法

Ⅲ	 流域負荷源調査法
Ⅲ-1	 農業活動状況と農業資材投入調査
Ⅲ-2	 養分収支調査法
Ⅲ-3	 流域における地目別養分収支の推定例

Ⅳ	 水移流調査法
Ⅳ-1	 土壌浸透水調査法（水収支法）
Ⅳ-2	 浅層地下水流量調査法
Ⅳ-3	 表流水の流量測定とサンプリング法
Ⅳ-4	 地温探査法による地下水の水みちの位置・規模の調査法

Ⅳ-5	 地形分析による浅層地下水流動の予察手法

Ⅴ	 負荷物質の動態調査法
Ⅴ-1	 流域水質解析法−：エンドメンバーズ法による負荷源別寄

与率推定
Ⅴ-2	 窒素および酸素安定同位体自然存在比を用いた窒素動態解

析法
Ⅴ-3	 埋設型ライシメータ法およびモノリスライシメータ法
Ⅴ-4	 土壌浸透水による溶脱窒素・リンのモニタリング法
Ⅴ-5	 暗渠流出する懸濁物質およびリンの測定法
Ⅴ-6	 環境における農薬調査法
Ⅴ-7	 脱窒速度測定法

Ⅵ	 流域水質評価法
Ⅵ-1	 面源由来窒素負荷の地形連鎖系指標を用いた河川水質への

影響評価法
Ⅵ-2	 地形連鎖窒素フローモデル（田渕モデル）

Ⅶ	 生物相による水環境評価
Ⅶ-1	 水辺植物による水環境評価法
Ⅶ-2	 トビケラ成虫を指標とした水環境評価法
Ⅶ-3	 トンボを指標とした地域環境評価法

Ⅷ	 水環境保全のための各種情報

表１　改訂版の構成
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府県・市町村単位で算出するデータベースシステ

ムについて解説しました。Ⅳ章では、圃場の地下

水流動を測定・解析する手法や、中規模河川にお

ける簡便・迅速・高精度の水質モニタリング手法（図

２）を解説しました。

Ⅴ章では、新たに「暗渠からのNP（窒素・リン）

モニタリング」の項を加えるともに、農薬や安定

同位体などの最新の分析法を踏まえて全面的に改

訂しました。Ⅵ章では、集水域スケールで負荷源

別の窒素負荷量を推定する手法（図3）について解

説しました。

Ⅶ章の生物相による水環境評価においては、ト

ンボの生育環境調査に基づく環境評価法を加えま

した。巻末のⅧ章では、種々の水質情報に関する

ウェブサイトをまとめて紹介しました。

マニュアルの公開及び印刷物配布

当研究所ホームページから、研究情報／技術資

料・研修テキストのコーナーから、改訂版の電子

ファイル（PDF）をダウンロードしてご利用いた

だけます。

http://www.niaes.affrc.go.jp/techdoc/monito ring/

index.html

印刷物については、農業関係の独法機関、公立

場所を主に、大学、環境関係機関に配布もしくは

配布予定です。また、希望者にも配布いたします

ので下記にお問い合わせください。

問い合わせ先：〒305-8604 つくば市観音台3-1-3、

（独）農業環境技術研究所

物質循環研究領域長：電話・Fax：029-838-8322

広報情報室（広報グループ）：

電話・Fax：029-838-8191

図２　自動採水装置を用いた水質モニタリング（Ⅳ-3）

図３　�流域スケールで負荷源別の窒素負荷量を推定する手法（Ⅵ-1）

図1　土地利用現況図を作成する手順（Ⅱ-5）
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